
栗山町地域包括支援センター

認知症サポーター養成講座

認知症を学び
地域で支えよう



認知症サポーター養成講座とは
 痴呆から認知症へ用語変更したことを契機に「認知症を知り、地域

をつくる」キャンペーンとして平成１７年度（２００5年）より実施。

 当初は１００万人の養成を目指していたが、年々増加して現在、

１５，４９２，０６７人の認知症サポーター（R6年6月末）



栗山町の認知症サポーター養成講座

 平成２０年度（２００８年）より実施。

 既に人口の1割程度を養成しているが、サポーター名簿などは整備していない。

栗山では認知症サポーター数の累計は １，６２８人
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出生数 116 109 119 99 123 131 95 122 83 92 94 73 86 72 73 101 79 75 70 81 64 62 47 53 55 52

死亡数 130 144 141 155 165 147 168 167 166 133 162 158 187 180 167 180 189 206 183 177 188 187 188 183 195 183

自然増減 -14 -35 -22 -56 -42 -16 -73 -45 -83 -41 -68 -85 -101 -108 -94 -79 -110 -131 -113 -96 -124 -125 -141 -130 -140 -131
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栗山町の出生・死亡数



栗山町の出生数

現在２０歳

大人になる人数が少ない

現在３０歳

■参考資料

出生数の推移

1月1日から12月31日までの年次集計
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栗山町の人口及び高齢化率
（令和6年8月１日 現在）

人口は？

１0，740人

６５歳以上は？

４，432人

高齢化率は？

41.3％



参考 認知症サポーター数と人口
（令和6年6月末日現在）

自治体 人口 認知症サポーター数

岩見沢市 ７６，７５３ １１，４１４

南幌町 ７，５４６ １，５８４

長沼町 １０，１５８ ９１２

由仁町 ４，７８３ １，０９４

北海道 ５，１３９，９１３ ５８３，６３８
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増減 出生数 死亡数

2007年から死亡数
が上回る

団塊の世代
1947年～1949年

団塊ジュニア世代
1971年～1974年

日本の出生数・死亡数の推移



栗山町はここ！！

「社会保障と税の一体改革」より



ケアラー支援推進月間

支えが必要な人も誰かを支えて

いる人も「みんなが笑顔」でいら

れる「まち」であるためにケアラー

への理解を深め、ケアラーが地域

とつながり続けることができる社

会を目指し、集中的に広報・啓発

を行うことを目的に今年初めて

開催。



日常生活自立支援事業
判断能力が十分でないために、適切な福祉サービスを受ける

ことができない方のために、福祉サービスの利用手続きの援助

や代行、利用料の支払いなどを行い、地域で自立した生活が送

られるように支援する事業。



日常生活自立支援事業

(１)どんな援助をしてくれるのか

①福祉サービスについての情報提供、助言。

②福祉サービスを利用する際の手続きの援助。

(申込み手続きへの同伴、代行、契約締結など)

③公共料金の支払いや年金の受け取りの確認など、

日常的な金銭管理の援助。

④通帳、権利証、印鑑などの保管の援助。(貸金庫利用)



日常生活自立支援事業

(２)利用の手続きをするには

希望される場合は社会福祉協議会に相談する。利用希望者との面談、

調査等を行い本人の状況を確認する。自立支援専門員が、本人の希望

と状況に応じた生活支援計画を作成し、生活支援計画に基づく援助を

行うことが合意されれば利用契約を結ぶ。(契約行為)



成年後見制度
認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力

の不十分な方々は、財産管理、福祉サービス等についての

契約や遺産分割などの法律行為を行うことが困難な場合

や、悪徳商法などの被害に会う恐れがあるので、このよう

な判断能力の不十分な方々を保護し支援する制度。

成年後見制度は、「法定後見制度」と「任意後見制度」に大

別される。



成年後見制度

法定後見

既に判断能力が不十分な状態にある方を

保護・支援する制度。本人の判断能力に応

じて「後見」、「保佐」、「補助」の３つの制度

がある。

任意後見
現在、判断能力が十分な状態にある方が、

将来に備えて利用する制度。



成年後見制度



それでは以降は、鈴木敦子先生に
引き継ぎます。



国の認知症施策（認知症施策推進大綱）
２０１９年６月１８日

【目指すべき社会】

認知症の発症を遅らせ、認知症になって

も希望を持って日常生活を過ごせる社会



認知症施策推進大綱

【基本的考え方】

認知症の発症を遅らせ、 認知症になっても希

望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し

認知症の人や家族の視点を重視しながら｢共生｣

と ｢予防｣ を車の両輪 として施策を推進

※「共生」とは、 認知症の人が、尊厳と希望を持って認知症とともに生きる 、
認知症があってもなくても同じ社会でともに生きる という意味

※「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、「 認知症になるの
を遅らせる 」「 認知症になっても進行を緩やかにする 」という意味



国の認知症施策推進大綱の概要

①普及啓発・本人発信支援

②予防

③医療・ケア・介護サービス・介護者への

支援

④認知症バリアフリーの推進・若年性認知

症の人 への支援・社会参加支援

⑤研究開発・産業促進・国際展開



コンセプト

①認知症は誰もがなりうるもので 、家族や身近な

人が認知症になることなども含め、 多くの人に

とって身近なものとなっている 。

②生活上の困難が生じても、重症化を予防し、地域

の理解と協力の下、希望を持って前を向き、力を活

かしていくことで困難を減らし、住み慣れた地域の

中で尊厳が守られ、自分らしく暮らし続けることが

できる社会を目指す 。



栗山町の地域包括ケアシステムのイメージ



①普及啓発・本人発信支援

・企業職域での認知症サポーター養成推進

・「認知症とともに生きる希望宣言」 の展開



認知症サポーター養成講座

 平成２０年度より住民向けの認知症普及啓発として実施。





②予防

・予防とは、「認知症になることを遅

らせる」、「認知症になっても進行を

緩やかにする」

・高齢者等が身近で通える場、「通い

の場」の拡充

・エビデンスの収集 ・ 普及



認知症カフェについて

認知症の人や家族が、地域住民や専門職とお茶を飲んだり

食事をしながら情報を共有する場で、市町村が、地域の実

情に応じたカフェを企画・実施。認知症地域支援推進員は

医療と介護サービスのパイプ役として、認知症の人が住み

慣れた地域で住みやすい環境の下に暮らし続けられること

を目指して、認知症に関する施策や事業の企画調整等を

行っています。
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【オレンジカフェ】

平成２７年度は社会福祉法人 愛全会の自主事業（地域貢献）として開催

平成２８年度からは栗山町の認知症地域支援・ケア向上事業にて実施（委託）



【現在の様子】 ２０２３年９月



③医療・介護サービス・介護者への支援

・早期発見・早期対応の体制の質の向上、

連携強化

・家族教室や家族同士のピア活動の推進



介護者の負担について（新聞記事から）



ケアラー支援条例の制定



④認知症バリアフリーの推進・若年性
認知症の人への支援・社会参加支援

・認知症になっても利用しやすい生活

環境づくり

・企業認証・表彰の仕組みの検討

・社会参加活動等の推進





北海道新聞空知版
8月26日（月）



丹野智文氏がモデルと
なった

映画
オレンジ・ランプ
2023年春公開。

2024年10月3日（木）
カルチャープラザEkiにて
上映決定！

①10：00～11：40
②14：00～15：40



本日のまとめ

○認知症の方にやさしい地域の実現は、国を挙げ

た取組みが必要ですが、行政だけではなく、民

間企業や地域住民などそれぞれの役割を果たす

ことが求められています。

○認知症の方にやさしい地域は、認知症の人だけ

にやさしい地域ではない。

⇒地域の繋がりが基盤となります。認知症の方に

やさしい地域づくりにご協力ください。
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